
卑料＿1や、、  

調査項目の選択肢に係る自治体間のバラツキの比較について  

○畢成20年と平成21年の自治体間の項目撰択峯のパテニ  季潅Ji≡  

○対象：   

見直し後の方式により、平成21年4・5月に判定を行った事例を認定支援ネットワークに6月17【］までに100例以上   

0平成20年と平成2」年の′汚ツキを比較して、74項目のうち、統計学的睾墓瑚3項月、  

大きくな？たのは9項旦（うち1項目は、明らかな基準の変更はない。）（有意水準0，05未満）  

平成20年  二＝＝≡一軸  

モデル事業（第2次）  

平成21年  

※1各調査項目の複数の選択肢のうち、平成20年に自治体間   
の項目選択率のバラツキが最も大きい選択肢で集計している。  

※2 見直しによって追加した6項目については、要介護認定   

モデル事業（第2次）において30例以上報告した234自治体   

と、平成21年判定事例を30例以上報告した884自治体   

の項目選択率のバラツキを比較した。  

l
 
 

■
 
 

TI丁目l  

山
 
l
 
 

一
 
 

＿
 
レ
ス
ピ
レ
ー
タ
ー
 
 

■
気
管
切
開
の
処
置
 
 
 

■
一
ス
ト
ー
マ
の
処
置
 
 

一
 
中
心
静
脈
栄
養
 
 

T
 
 
 
 
l
 
モ
ニ
タ
ー
測
定
 
丁
 
 
 
 
一
 
 
透
析
 
丁
 
 

一
 
 
 
物
や
衣
類
を
壊
す
 
 

一
 
酸
素
療
法
 
 

＿
■
■
一
一
 
じ
ょ
く
そ
う
の
処
置
 
l
誓
栄
養
 
 
 

収
集
癖
 
 

カ
テ
ー
テ
ル
 
 

外
出
し
て
戻
れ
な
い
 
 

一
人
で
出
た
が
る
 
 

自
分
の
名
前
を
い
う
 
 

点
滴
の
管
理
 
 

常
時
の
排
個
 
 

落
ち
着
き
な
し
 
 

療
病
の
看
護
 
 

被
害
的
 
 

作
話
 
 

大
声
を
だ
す
 
 

生
年
月
日
を
い
う
 
 

場
所
の
理
解
 
 

立
ち
上
が
り
 
 

独
り
言
・
独
り
笑
い
 
 

今
の
季
節
を
理
解
 
 

拘
縮
（
股
関
節
）
 
 

麻
痺
（
左
一
上
肢
一
 
 

麻
痺
（
右
一
上
肢
）
 
 

外
出
頻
度
 
 

歩
行
 
 

洗
顔
 
 

介
護
に
抵
抗
 
 

口
腔
清
潔
 
 

拘
縮
（
そ
の
他
）
 
 

整
髪
 
 

昼
夜
逆
転
 
 

拘
縮
（
肩
関
節
）
 
 

聴
力
 
 

毎
日
の
日
課
を
理
解
 
 

食
事
摂
取
 
 

薬
の
内
服
 
 

同
じ
話
を
す
る
 
 

洗
身
 
 

自
分
勝
手
に
行
動
す
る
 
 

両
足
で
の
立
位
 
 

え
ん
下
 
 

請
が
ま
と
ま
ら
な
い
 
 

起
き
上
が
り
 
 

感
情
が
不
安
定
 
 

片
足
で
の
立
位
 
 

上
衣
の
着
脱
 
 

つ
め
切
り
 
 

意
思
の
伝
達
 
 

ズ
ボ
ン
等
の
着
脱
 
 

短
期
記
憶
 
 

金
銭
の
管
理
 
 

排
便
 
 

排
尿
 
 

視
力
 
 

寝
返
り
 
 

移
乗
 
 

日
常
の
意
思
決
定
 
 

麻
痺
（
そ
の
他
）
 
 

麻
蜃
左
一
下
肢
〉
 
 

麻
痺
へ
右
一
下
肢
）
 
 

ひ
ど
い
物
忘
れ
 
 

拘
縮
（
膝
関
節
）
 
 

移
動
 
 

座
位
保
持
 
 

簡
単
な
調
理
 
 

集
団
へ
の
不
適
応
 
 

買
い
物
 
 




